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本報ではその１で実施したコンクリートの熱影響評価に基づき，その２の縮小模型の耐力試験のシミュレ

ーション解析を実施することにより，解析的評価の妥当性を確認する。その概要と結果について報告する。 
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1. はじめに 

高温加熱および水中曝露を経たコンクリート等について，その１の高温加熱・水中曝露試験結果等を解

析の材料構成則として取り込んだ上で，その２における鉄筋コンクリート製の縮小模型耐力試験のシミュ

レーション解析を実施することによって，解析手法とモデル化方法の妥当性を確認する。 

2. 解析条件の設定 

常温，400℃，800℃の 3 水準の試験を

対象として，汎用 FEM 解析コード

Abaqus を用いた弾塑性解析によるシミ

ュレーションを実施する。図 1 に解析モ

デルを示す。高温の 2 ケースにおけるコ

ンクリートの材料構成則については，そ

の１の加熱後水中曝露試験の結果より，

Eurocode[1]に基づき設定する（図 2）。な

お，鉄筋の高温特性は，別途高温加熱し

た試験片の引張試験結果より設定する。 

3. 結果・考察 

その２の耐力試験とシミュレーション解析の荷重変形の比

較を，常温および 800℃のケースを代表として図 3 に示す。い

ずれの解析ケースも試験の最大耐力発生時の全体変形角 8000

μ程度までは，試験結果を概ねシミュレーションできており，

試験で得られた材料の高温特性を取込んだ解析手法およびモ

デル化の妥当性を示した。 

本件は，資源エネルギー庁の「平成２５年度補正予算 廃炉・汚染

水対策事業費補助金」において，国際廃炉研究開発機構が補助事業

者となり，その組合員である東芝，日立ＧＥが実施した成果である。 
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図 1 解析モデル 
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図 2 コンクリートの圧縮側構成則 

（Eurocode に基づき設定）
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図 3 試験と解析の荷重変形の比較 
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